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「本村小人権週間」～世界人権デー～ 

校 長  山 村  登 洋 

開校１１５周年記念展覧会早いもので平成２９年もついに師走に入り、いよいよ残り１ヶ月となりま

した。１１月１７日、１８日の開校１１５周年記念展覧会には、ご多用の中、２日間のべ８００名の保護

者、児童、地域の皆様にご来校いただきました。誠にありがとうございました。今回から夜８時までの開

催としましたが、大勢のご家族、親子の皆様が鑑賞する光景を見て、私たちも大変喜んでおります。展覧

会は運動会や音楽会と違って作品自体には子供の活動は見えません。でも、その作品が完成するまでの過

程や作品に対する夢や思いを子供たちは分かっています。そんな子供たちの思いをご家族の皆さんと会話

や説明しながら鑑賞するところに展覧会の良さがあると思います。そんな展覧会で終えられたとしたら、

大変素晴らしいことだと思います。 

世界人権デーさて、１２月１０日は「世界人権デー」です。世界人権宣言が１９４８年１２月１０日に

国際連合総会で採択されたことを記念してこのような取り組みを世界中で行っています。 

本村小人権デー本村小でも今月は人権週間を設定しています。今回は人権校長講話、学級でも人権につ

いて考える授業を展開し、改めて身の回りの人権について考える機会としました。また、１学期に引き続

き、しあわせの木を全児童が作成、掲示していきます。学校にお立ち寄りの際にはご覧いただければと思

います。 

いじめゼロへこの機会に、いじめのない学校づくりにも取り組んでいます。本校では、４月当初より次

のような考えのもとで「いじめゼロ」に取り組んでいます。 

【未然防止】 

 ①学級において、いじめを許さない学級づくりをします。  

 ②道徳の授業や日常の学級指導を中心に、いじめをしない心の教育をします。 

 ③上級生が下級生をいたわる「縦割り活動＝なかよし班活動」に取り組んでいます。 

 ④人権週間を実施し、いじめをしない、いじめをゆるさないという風土を作ります。 

【早期発見】 

 ①「どの学級にもどの子にも起こりうる」という共通認識をもちます。 

 ②定期的（毎月１回）に「生活アンケート」を行い、子供たちの実態を把握するとともに、そこに生か

した教育相談活動をします。 

 ③スクール・カウンセラーを活用します。 

【早期対応】 

 ①学校内の会議で、そこで課題となったことを学校全体で組織的に対応します。 

 ②いじめの被害者の命や安全を守ることを最優先するとともに、加害者の心のケアをします。 

 ③事例によっては個々の対応をしますが、場合によっては警察にも相談、通告します。 

 

 いじめは、高学年になるほど、見えにくくなります。しかし、急に元気がなくなったり、突発的な行動

が多くなってきたり、衣服が破られたりするなどの「いじめのサイン」が表れることもあります。学校で

も、見落としがないように最善の努力をしてまいります。いじめのない学校にするために、ご家庭と学校

の連携は不可欠です。これからもご協力をお願いします。 

 



 
                                       

                         

卒業まで残り４か月・・・ 

６年担任  

 早いもので、卒業まで残り４か月となりました。現在、総合の学習の時間に卒業文集の制作に取りかか

っています。６年間の小学校生活を振り返ったり、将来の夢を具体的にイメージしたりと、自分自身を見

つめ直す良い機会となっています。何年か先にこの文集を開いたとき、現在の楽しい生活が思い出せるよ

うな素敵な文集となるよう、取り組んでいます。 

 各教科の学習では、小学校６年間の学習におけるまとめの時期に入ってきます。中学校入学時により良

いスタートを切るには、６年生の学習だけでなく、全学年の復習が必要となってきます。この１２月から

しっかりと振り返りを行うことで、小学校で習得すべき内容を確実に身に付け、より良い中学校のスター

トにつなげていきたいと考えています。 

 道徳では、１組、２組それぞれのクラスにおいて「卒業までにどのような 

クラスにしたいのか、そのためには自分は何をしなければいけないのか」を考え、 

作文を書き、話し合いました。自分達で課題を把握し、改善していく力を伸ばし 

ていくと同時に、卒業までの４か月間を充実した学校生活にしていきます。 

            

特別活動委員会 

 

今年も本村奉仕活動を実施しています。有栖川宮記念公園へ行き、落ち葉拾いを行っています。 

今年は昨年度に引き続き、異学年の交流学年で活動しました。１１月１４日（火）は３年生と４年生

と若竹学級が、１１月２１日（火）は２年生と５年生が、活動しました。１２月１日（金）には１年生

と６年生が、活動します。この時期は、落ち葉が多く、すぐに自分の持っている袋がいっぱいになりま

した。短い時間の中で、たくさん持って行った大きな袋も、全て満杯になるほどでした。子供たちは、

意欲的にたくさんの落ち葉を集めていました。 

異学年との活動については、これまでも、なかよし班活動を通して交流の機会がありました。異学年

の関わりを通じて、子供たちに自主性や協調性を育み、励まし合って行動する態度を育てていきたいと

思っています。下位学年は、上位学年の自ら積極的に行動する姿や、協力して下位学年

を気遣う姿を見て、自主性や協調性を学んでもらいたいです。また、上位学年は下位学

年に優しく面倒を見てあげたり、責任をもって仕事に取り組むことの大切さを行動で示

したりするよい機会となります。６年生だけでなく、５年生も４年生もグループのリー

ダーとして活動します。それぞれの学年で多くの学びがあった奉仕活動となっています。 

 普段から有栖川宮記念公園へ遊びに行っている子供もいれば、あまり利用しない子供もいると思いま

す。しかし、自分たちが住んでいる身近な地域の公園をきれいにすることで、喜んでくれる人や助かる

人がいることを子供たちに伝えたいという思いがあります。この奉仕活動を体験する中で、ボランティ

ア活動などの社会奉仕の精神を育むことができたらと思います。 

また、１０月にユニセフ募金を行いましたが、先日、日本ユニセフ協会に寄付をしました。総額で、 

９０，８１５円の募金が集まりました。たくさんのご協力、ありがとうございました。 

授業の窓 ６年生 
 

全校奉仕活動・ユニセフ募金について 
 

 



 

 

 

 

 

 

環境委員会                 

本村小学校では、港区学校版環境マネンジメント

システム「みなと子どもエコアクション」通称「み

なエコ」に参加しています。本年度は、昨年度の実

態・反省をもとに改善を加えた「環境活動宣言」に

則って以下のことを目標に取り組んでいます。 

○資源の削減…ごみの分別、ごみを減らす。ペッ

トボトルキャップの回収、アルミ缶の回収。 

○節電…電気の節約、エアコンの温度設定調節。 

○給食残菜の減量…残菜調査と全校周知。 

 

・本村小学校では、各学級で「燃えるごみ」「燃え

ないごみ」「プラスチック」「ミックスペーパー

(紙資源ごみ)」の４種類に分別をしています。ま

た、正面玄関の左側に、ペットボトルのキャップ

の回収箱の他に空き缶回収箱を設置しています。

アルミ缶回収はPTAのなでしこ会と連携して行っ

ています。環境委員会では毎日ペットボトルキャ

ップの回収を行っています。集めたキャップはリ

サイクルの促進、ＣＯ２の削減、リサイクル製品

の売却益で発展途上国の医療支援、障がい者・高

齢者雇用促進に役立てられています。アルミ缶を

売却した利益はカンボジアのロンリースマイル

小学校の子供たちへの寄付として使いました。 

・ エアコンの温度設定は、冷房は２８℃・暖房は

１９℃を呼びかけています。 

・ 給食委員会では、 定期的に残菜調査を行って

います。食べ物を残さずにきちんと食べようと

する意識を子供のうちから身に付けてほしいと

思っております。毎日の食事とい 

う身近な内容から、一人一人が環 

境維持に貢献できるようになって 

ほしいと願っています。 

   

 

 

 

 

  

生活指導委員会                

師走に入り、本格的な冬の寒さがやってきます。

最近になり「風邪をひいてしまった。」という声も

聞こえるようになりました。この時期は、屋内と屋

外では温度差が大きく「衣服の調節」も大切です。

寒いと感じたら一枚はおったり、暖かいと感じたら

上着を脱ぐ。その調節を自分でできることが、健康

を維持する秘訣です。同じ服装で屋内も屋外でもす

ごしていることはないでしょうか。そして、外出か

ら帰ったら「手洗いうがいをする。」これらを習慣

付けることが風邪予防の一つです。また、「バラン

スのとれた食事」をとり、十分な睡眠を取ることも

大切です。健康でいてこそ、心にも栄養が行き届き

ます。 

１年の節目の１２月。長かった２学期も残り少しで

終わろうとしています。健康に 

気を付けて、自分の机やロッカ 

ーの中、自分の持ち物を整理し、 

体も心もすがすがしい新たな気 

持ちで３学期を迎えられるよ 

うにしたいと思います。 

 

 １２月の生活目標 

「身のまわりをきれいにして 
冬休みの計画を立てよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境活動 

＜今月の生活努力目標＞ 

・机やロッカーの中をきれいにしよう 

・部屋のすみずみまできれいにしよう 

・本村小のやくそくを守ることができた

か、振り返ろう 

・冬休みの生活を考え、安全な生活をし

よう 

 

体も気持ちも新たに 

 

 



 

 

 

 

 

国語部  

 本校は毎年３学期の始めに「書き初め大会」を

行っています。今年度は１月１１日（木）の午前

中に行われます。書き初めは、１、２年生で硬筆、

若竹学級と３年生以上は大きな書き初め用紙に毛

筆で書きます。１２月から練習を始めます。 

 書写は文字を正しく、形を整えて書くことが大

切です。書写の時間を通して、姿勢や筆記具の持

ち方を正しくし、文字を整えて書き、文字の美し

さを意識できる子に育ってほしいと思っていま

す。また、心を落ち着かせるとても良い機会です。 

この時間は落ち着いて静かに過ごし、素晴らしい

字を書いてもらいたいです。 

 書写では、一度書いた文字を消したり、直した

りはしません。手本をよく見て、集中して一画一

画丁寧に書いていきます。紙に鉛筆や筆を付けた

その瞬間から、文字との一期一会の時が始まりま

す。その時の緊張感と集中力が『「書」が精神力を

育てる』と言われるゆえんでしょう。「書道」には

芸術性をもつ一面があります。芸術だから何をど

のように書いてもいいかというと、そうではあり

ません。基本的な古典作品から、文字の歴史や文

学の歴史、表現方法を学んだ上で、芸術性をもた

せるものですので、小学校の「書写」はその基本

中の基本を行っているということになるでしょ

う。 

書写の作品を見ている

と、書いた子の顔が浮かび

ます。同じお手本を見て書

いたはずなのに、書いた子

の個性が出てきます。この

素敵な作品を掲示しながら

子供たちの成長ぶりを感じ

ています。 

１月２０日（土）から２６日（金）まで玄関で

書写展を行います。ぜひ、お越しいただき作品を

ご覧になってください。 

  

 

の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 学 校 行 事 予 定 等     

 １ 金 朝読書 委員会 

２ 土 土曜授業日 Ｂ時程 3時間授業 

アンプティ・サッカー（4年） 

３ 日  

４ 月 全校朝会（海外派遣研修報告会） 

安全指導 港区子どもサミット 

５ 火 朝読書 NHK放送体験クラブ(5年) 

保護者会（1･2･3年） 

６ 水 Ｂ時程 4時間授業(区研修会のため)  

７ 木 体育集会 保護者会(4･5･6年､若)  

８ 金 朝読書 社会科見学(6年)     ☆ 

９ 土  

10 日  

11 月 全校朝会（人権講話） 

本村人権週間(～16日)  避難訓練  

幼稚園交流給食(1年) 

12 火 音楽集会 クラブ 

13 水 Ｂ時程  4時間授業(校内研究会のため、 

1年1組は5時間授業) 

高陵地区子どもサミット 

14 木 体育集会 

15 金 児童集会 

16 土 土曜授業日 Ｂ時程 3時間授業 

歯科健診・歯科指導(4年)  

17 日  

18 月 全校朝会 

19 火 全校読み聞かせ クラブ 

20 水 Ｂ時程  

21 木                 ☆ 

22 金 朝読書 給食終 大掃除  

５時間授業（職員会議のため） 

23 土 天皇誕生日 

24 日  

25 月 Ｂ時程 終業式 

26 火 冬季休業日始 

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

・3学期の始業式は、１月９日（火）です。 

・天候等の関係で、予定を変更することがあります。 

☆は放課後遊びです。 

書き初め大会について 


